
指示があるまで開いてはいけません。 

試験問題の内容及び解答についての質問には応じられません。 

 

令和５年度神奈川県ふぐ包丁師試験問題 
 
 
 
 

（解答方法） 

１ この問題用紙とは別に解答用紙が１枚ありますので、解答は必ず解

答用紙に記入してください。 

２ 解答用紙の[記入上の注意]をよくお読みください。 

３ 解答用紙に氏名、フリガナ、受験番号を正しく記入し、受験番号の

マークも忘れずにしてください。 

４ 解答は、B 又は HB の鉛筆（シャープペンシルの場合は、なるべく

芯の太いもの）を使用し、マークを訂正する場合は、プラスチック消

しゴムで完全に消してから、マークし直してください。 
(解答方法の例) 
[ 問  題 ]                          
問１ 次の文章のうち、正しいものには１を、誤っているものには２を選んで、その番号をマー

クしなさい。 
    １ 東京都の都庁所在地は、横浜市です。 
    ２ 富士山は世界遺産に登録されました。 
[ 解答用紙 ] 
 （良い例）             （悪い例） 

    線の中をきれいにぬりつぶす       １ うすい  １   はみだし   １  横棒 
     小さい  １  丸で囲む  等 

問

１ 
１

２ 

１  ２  ３  ４  ５ 

１  ２  ３  ４  ５ 

５ 途中退出する場合は、試験監督者が解答用紙を回収するので、挙手して

お待ちください。 
６ 問題用紙は持ち帰ってください。 
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[公  衆  衛  生 ] 
 

問 １  「 食 品 衛 生 法 」 で 制 度 化 さ れ た H A C C P
ハ サ ッ プ

に 沿 っ た 衛 生 管 理 に 関

す る 次 の 記 述 の う ち 、 正 し い も の に は １ を 、 誤 っ て い る も の

に は ２ を 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。  

 

１  原 則 と し て 、 食 品 の 製 造 や 調 理 、 販 売 を 行 う す べ て の 食 品 等

事 業 者 が 、 HA C C P
ハ サ ッ プ

に 沿 っ た 衛 生 管 理 に 取 り 組 む 必 要 が あ る 。  

  

２  H A C C P
ハ サ ッ プ

に 沿 っ た 衛 生 管 理 の 制 度 化 の 対 象 と な る 営 業 者 は 、「 一

般 的 な 衛 生 管 理 」 及 び 「 HA C C P
ハ サ ッ プ

に 沿 っ た 衛 生 管 理 」 に 関 す る 基

準 に 基 づ き 、 衛 生 管 理 計 画 を 作 成 す る こ と が 求 め ら れ て い る 。  

 

 ３  H A C C P
ハ サ ッ プ

に 沿 っ た 衛 生 管 理 に お い て は 、 衛 生 管 理 計 画 を 作 成 し 、

実 施 す れ ば 、 従 業 員 へ の 計 画 の 周 知 や 教 育 は 不 要 で あ る 。  

 

４  H A C C P
ハ サ ッ プ

は 衛 生 管 理 の 手 法 で あ り 、 導 入 に あ た っ て 、 施 設 や 設

備 の 新 設 や 変 更 は 必 ず し も 必 要 な い 。  

 

 ５  H A C C P
ハ サ ッ プ

に 沿 っ た 衛 生 管 理 を 導 入 し た 後 は 、 営 業 許 可 の 更 新 の

た め 、 衛 生 管 理 の 第 三 者 認 証 を 取 得 し な け れ ば な ら な い 。  

 

問 ２  次 の 記 述 の う ち 、 正 し い も の に は １ を 、 誤 っ て い る も の に

は ２ を 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。  

 

１  ア ニ サ キ ス 食 中 毒 は 、 サ バ や ア ジ な ど の 魚 介 類 を 生 で 食 べ た

際 に 発 生 す る こ と が あ る 食 中 毒 で 、 予 防 方 法 と し て 、 適 切 な 加

熱 処 理 や 冷 凍 処 理 が 有 効 で あ る 。  

 

２  腸 炎 ビ ブ リ オ 食 中 毒 は 、 主 に ハ ン バ ー グ な ど の ひ き 肉 料 理 や

未 加 熱 の 牛 レ バ ー な ど を 喫 食 し て 発 生 す る 。 原 因 と な る 菌 は 熱

に 強 く 、 煮 沸 処 理 で も 死 滅 し な い 。  

 

３  ノ ロ ウ イ ル ス 食 中 毒 は 、 嘔 吐
お う と

や 下 痢 な ど の 急 性 胃 腸 炎 症 状 を

示 す 。 食 中 毒 の 主 な 原 因 食 品 と し て 、 生 又 は 加 熱 不 十 分 な 二 枚

貝 や 、 感 染 者 に よ っ て 汚 染 さ れ た 食 品 な ど が あ る 。  

 

４  腸 管 出 血 性 大 腸 菌 Ｏ
オ ー

1 5 7 食 中 毒 は 、 生 又 は 加 熱 不 十 分 な 鶏 肉

の 喫 食 で 発 生 す る こ と が 多 く 、 合 併 症 と し て 運 動 神 経 麻 痺
ま ひ

を 主

な 症 状 と す る ギ ラ ン ・ バ レ ー 症 候 群 を 起 こ す こ と が あ る 。  

 

５  令 和 ４ 年 に 、 全 国 で 発 生 し た 食 中 毒 の う ち 、 発 生 件 数 が 一 番

多 い の は ア ニ サ キ ス 食 中 毒 だ が 、 患 者 数 が 一 番 多 い の は ノ ロ ウ

イ ル ス 食 中 毒 で あ る 。  
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問 ３  次 の 記 述 の う ち 、 正 し い も の に は １ を 、 誤 っ て い る も の に

は ２ を 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。  

 

 １  ス イ セ ン 類 に は 、 有 毒 な ア ル カ ロ イ ド が 含 ま れ て い る 。 葉

は ニ ラ に 、 鱗
り ん

茎
け い

は タ マ ネ ギ に 似 て お り 、 間 違 え て 食 べ る と 食

中 毒 に な る こ と が あ る 。  

 

２  イ シ ナ ギ の 肝 臓 に は ビ タ ミ ン Ａ が 高 濃 度 に 含 ま れ 、 ビ タ ミ ン

Ａ 過 剰 症 と 呼 ば れ る 食 中 毒 を 起 こ す こ と が あ る た め 、 現 在 で は

肝 臓 の 食 用 が 禁 止 さ れ て い る 。  

 

３  エ ゾ ボ ラ 属 の 巻 貝 は 、 中 腸 腺 に 毒 成 分 で あ る テ ト ラ ミ ン を 含

む こ と が あ る 。 テ ト ラ ミ ン は 加 熱 に 対 し て 不 安 定 な た め 、 通 常

の 加 熱 調 理 で 毒 性 を 失 う 。  

  

４  カ エ ン タ ケ に は 毒 成 分 が 含 ま れ て お り 、 喫 食 後 30分 程 で 悪

寒 、 嘔 吐
お う と

、 下 痢 、 手 足 の し び れ 等 の 中 毒 症 状 を 起 こ す こ と が あ

る 。 ま た 、 素 手 で 触 れ る と 皮 膚 が た だ れ る 場 合 が あ る 。  

 

 ５  ホ タ テ ガ イ や ア サ リ な ど の 二 枚 貝 は 、 麻 痺
ま ひ

性 の 毒 素 を 唾 液

腺 に 蓄 積 し 、 ヒ ト に 食 中 毒 を 起 こ す こ と が あ る が 、 通 常 の 加

熱 調 理 で 毒 性 を 失 う 。  

 

問 ４  次 の 記 述 の う ち 、 正 し い も の に は １ を 、 誤 っ て い る も の に

は ２ を 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。  

 

 １  動 物 由 来 感 染 症 と は 動 物 か ら 人 に 感 染 す る 病 気 の 総 称 で あ

る 。  

 

 ２  「 感 染 症 の 予 防 及 び 感 染 症 の 患 者 に 対 す る 医 療 に 関 す る 法

律 」 に お い て 、 感 染 症 は 、 一 類 か ら 十 類 に 分 類 さ れ て い る 。  

  

 ３  ラ ッ サ 熱 、 腎 症 候 性 出 血 熱 は 、 ネ ズ ミ が 媒 介 す る 感 染 症 で

あ る 。  

 

 ４  鳥 イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス は 、 熱 に 強 く 、 通 常 の 加 熱 調 理

で は 死 滅 し な い た め 、 こ の ウ イ ル ス に 汚 染 さ れ た ニ ワ ト リ の

肉 や 卵 を 食 べ る と 、 必 ず 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ を 発 症 す る 。  

  

 ５  レ ジ オ ネ ラ 症 は 、 主 に レ ジ オ ネ ラ 属 菌 に 汚 染 さ れ た エ ア ロ

ゾ ル （ 細 か い 霧 や し ぶ き ） の 吸 入 な ど に よ っ て 発 症 す る 。 代

表 的 な エ ア ロ ゾ ル 感 染 源 と し て 、 加 湿 器 や 循 環 式 浴 槽 な ど が

知 ら れ て い る 。  
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問 ５  次 の 記 述 の う ち 、 正 し い も の に は １ を 、 誤 っ て い る も の に

は ２ を 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。  

 

１  「 環 境 基 本 法 」 で は 、 大 気 汚 染 、 水 質 汚 濁 、 土 壌 汚 染 、 騒

音 、 振 動 、 地 盤 沈 下 及 び 悪 臭 に よ っ て 、 人 の 健 康 又 は 生 活 環 境

に 係 る 被 害 が 生 じ る こ と を 「 公 害 」 と 定 義 し て い る 。  

 

２  微 小 粒 子 状 物 質 （ PM 2 . 5） は 、 物 の 燃 焼 や ガ ス 状 大 気 汚 染 物

質 の 環 境 大 気 中 で の 化 学 反 応 に よ り 生 成 さ れ 、 呼 吸 器 や 循 環 器

へ の 影 響 が 懸 念 さ れ て い る 。  

 

 ３  「 廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関 す る 法 律 」 で は 、 事 業 活 動 に

伴 っ て 生 じ た 廃 棄 物 の う ち 、 燃 え 殻 、 汚 泥 、 廃 油 、 廃 プ ラ ス

チ ッ ク な ど を 「 産 業 廃 棄 物 」 と 定 義 し て い る 。  

  

４  カ ド ミ ウ ム は 水 俣 病 の 原 因 で あ り 、 大 量 に 摂 取 す る と 、 手 足

の し び れ や 言 語 障 害 、 難 聴 な ど さ ま ざ ま な 症 状 を 引 き 起 こ す こ

と が あ る 。  

   

 ５  2 0 2 0 年 度 温 室 効 果 ガ ス 総 排 出 量 の う ち 、 そ の 割 合 が 最 も 大

き い も の は 、 冷 蔵 庫 や ク ー ラ ー の 冷 媒 と し て 利 用 さ れ る フ ロ

ン 類 で あ る 。  
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[栄養及び調理理論 ] 
 

問 １  次 の 記 述 の う ち 、 正 し い も の に は １ を 、 誤 っ て い る も の に

は ２ を 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。  

 

１  脂 質 の ア ト ウ ォ ー タ ー 係 数 は ９ kc a l / g で あ り 、 単 位 重 量 あ

た り に 産 生 す る エ ネ ル ギ ー 量 は 、 炭 水 化 物 や た ん ぱ く 質 に 比 べ

て 大 き い 。  

 

２  ド コ サ ヘ キ サ エ ン 酸 （ DH A） は 、 不 飽 和 脂 肪 酸 の 一 つ で 、 魚

油 に 多 く 含 ま れ る 。  

  

３  た ん ぱ く 質 は 、 組 成 に よ り 、 単 純 た ん ぱ く 質 、 複 合 た ん ぱ

く 質 、 誘 導 た ん ぱ く 質 の ３ つ に 大 別 さ れ る 。  

 

４  ビ タ ミ ン Ａ （ レ チ ノ ー ル ） は 、 き の こ な ど の 植 物 性 食 品 に

含 ま れ 、 欠 乏 す る と 骨 粗 鬆 症
こつそしょうしょう

や く る 病 を 発 症 す る こ と が あ る 。  

 

５  カ ル シ ウ ム は 、 大 部 分 が 甲 状 腺 に 存 在 し 、 欠 乏 す る と 甲 状

腺 腫 や 甲 状 腺 機 能 低 下 症 を 発 症 す る こ と が あ る 。  

 

 

問 ２  次 の 記 述 の う ち 、 正 し い も の に は １ を 、 誤 っ て い る も の に

は ２ を 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。  

             

１  生 活 習 慣 病 と は 、 食 生 活 、 喫 煙 、 運 動 な ど 日 常 の 生 活 習 慣 が

そ の 発 症 に 影 響 を 及 ぼ す 疾 患 の こ と で あ る 。  

 

２  糖 尿 病 は 、 肝 臓 か ら 分 泌 さ れ る イ ン ス リ ン の 不 足 や 作 用 低 下

が 原 因 で 、 低 血 糖 が 慢 性 的 に 続 く 病 気 で あ る 。  

 

３  基 礎 代 謝 は 、 気 温 の 影 響 を 受 け る た め 、 夏 の 方 が 冬 よ り も  

低 く な る 。  

 

４  鉄 欠 乏 性 貧 血 の 食 事 療 法 で は 、 低 た ん ぱ く 質 食 と す る ほ か 、

鉄 と ビ タ ミ ン Ｃ を 一 緒 に 摂 取 し な い こ と が 重 要 で あ る 。  

 

５  唾 液 に 含 ま れ る ア ミ ラ ー ゼ は 、 で ん ぷ ん を デ キ ス ト リ ン や 麦

芽 糖 （ マ ル ト ー ス ） な ど に 分 解 す る 。  
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問 ３  食 用 部 位 に よ る 野 菜 の 分 類 の 組 合 せ の う ち 、 正 し い も の に

は １ を 、 誤 っ て い る も の に は ２ を 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し

な さ い 。  

 

 １  葉 菜 類      し ゅ ん ぎ く  

 

 ２  茎 菜 類      た け の こ  

 

 ３  根 菜 類      た ま ね ぎ  

 

 ４  果 菜 類      か ぼ ち ゃ  

    

 ５  花 菜 類      な す  

 

 

問 ４  次 の 記 述 の う ち 、 正 し い も の に は １ を 、 誤 っ て い る も の に

は ２ を 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。  

 

１  食 肉 を 焼 い た 際 の 香 ば し い 香 り の 一 因 は 、 ア ミ ノ カ ル ボ ニ ル

反 応 に よ る も の で あ る 。  

  

２  も ち 米 の 吸 水 率 は 、 う る ち 米 よ り 低 く 、 10％ 程 度 で あ る 。  

 

３  う ま 味 物 質 に は 、 グ ル タ ミ ン 酸 、 イ ノ シ ン 酸 、 グ ア ニ ル 酸 な

ど が あ る 。  

 

４  じ ゃ が い も の 主 成 分 は 炭 水 化 物 で 、 ビ タ ミ ン Ｃ が 含 ま れ て い

る 。  

                   

５  カ ロ テ ノ イ ド は 、 ほ う れ ん そ う な ど に 含 ま れ る 緑 色 の 水 溶 性

色 素 で 、 ア ル カ リ 性 で は 色 が 鮮 や か に な る 。  
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問 ５  次 の 記 述 の う ち 、 正 し い も の に は １ を 、 誤 っ て い る も の に

は ２ を 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。  

 

 １  大 豆 は 、 表 皮 全 体 か ら 吸 水 す る た め 表 皮 は 先 に 伸 び る が 、

内 部 の 膨 張 が 遅 い た め 、 表 皮 に し わ が よ り や す い 。  

 

 ２  昆 布 は 、 細 胞 壁 に ア ル ギ ン 酸 を 含 み 、 食 酢 に 浸 す こ と で 柔

ら か く な る 。  

 

 ３  鶏 卵 の 全 卵 を だ し 汁 等 で 薄 め て 加 熱 す る と 、 卵 の 濃 度 が 高

い ほ ど 凝 固 温 度 は 高 く な る 。  

 

 ４  ア ル ミ ニ ウ ム は 、 鉄 に 比 べ て 熱 伝 導 率 が 低 い た め 、 同 じ 形

状 で あ れ ば 、 鉄 鍋 よ り ア ル ミ ニ ウ ム 鍋 の 方 が 食 材 の 加 熱 に 時 間

が か か る 。  

 

 ５  魚 肉 の 色 は 、 肉 色 素 の ミ オ グ ロ ビ ン と 血 色 素 の ヘ モ グ ロ ビ

ン に よ る も の で 、 赤 身 魚 は 白 身 魚 に 比 べ て ミ オ グ ロ ビ ン が 多

い 。  
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［ふぐに関する知識］  
 

注 意 ： 問 題 中 の ふ ぐ の 名 称 は 、 標 準 和 名 で 記 載 し て い ま す 。  

 

問 １  次 の 記 述 の う ち 、 正 し い も の に は １ を 、 誤 っ て い る も の に

は ２ を 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。  

 

 １  ふ ぐ の 毒 性 に は 、 地 域 や 種 類 な ど に よ っ て 差 が あ る が 、 同

時 に 漁 獲 さ れ た 同 じ 種 類 の ふ ぐ で あ れ ば 、 毒 性 に 差 は な い と

考 え ら れ て い る 。  

 

 ２  二 種 類 の ふ ぐ の 中 間 種 と 考 え ら れ る 個 体 の 場 合 、 ど ち ら か

の ふ ぐ で 可 食 部 位 と さ れ て い る 部 位 は 、 全 て 可 食 部 位 と し て

扱 う 。  

 

 ３  フ グ 科 の ふ ぐ に は 、 腹 び れ と 肋 骨 が な い 。  

 

 ４  ふ ぐ 以 外 に ふ ぐ 毒 （ テ ト ロ ド ト キ シ ン ） が 検 出 さ れ て い る

生 物 と し て 、 ヒ ョ ウ モ ン ダ コ や ツ ム ギ ハ ゼ な ど が い る 。  

 

 ５  日 本 海 、 渤 海
ぼ っ か い

、 黄 海 及 び 東 シ ナ 海 以 外 で 漁 獲 さ れ た ふ ぐ で

あ っ て も 、 輸 出 国 の 政 府 機 関 に よ っ て 発 行 さ れ た 衛 生 証 明 書

が 添 付 さ れ て い れ ば 、 輸 入 が 認 め ら れ て い る 。  

 

 

問 ２  次 の 文 章 は 、 ふ ぐ の 部 位 に つ い て 記 述 し た も の で す 。 該 当

す る 部 位 を 下 欄 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。  

 

 １  淡 い 茶 褐 色 を 呈 し 、 表 面 は 平 滑 で あ る 。 産 卵 期 を 除 け ば 内

臓 の 中 で 最 も 大 き な 臓 器 で あ り 、 毒 性 が 強 い 。  

 

 ２  未 成 熟 期 は 、 表 面 が 淡 い 灰 褐 色 を 帯 び て い て 、 圧 迫 す る と

弾 力 が あ っ て 固 く 、 断 面 は 平 滑 で 空 洞 が な い 。  

 

 ３  頭 骨 と 脊 椎 骨 の 接 続 部 分 に あ る 左 右 一 対 の 臓 器 で 、 色 は 暗

赤 色 で あ る 。  

 

 ４  未 成 熟 期 は 、 表 面 に 微 細 な 毛 細 血 管 が 多 く 、 全 体 が ピ ン ク

色 で 、 断 面 は 袋 状 の 空 洞 で あ る 。  

 

 ５  え ら の 中 央 に 位 置 し 、 上 部 に は 白 色 の 動 脈 球 （ ぼ う し ） が

付 着 し て い る 。  

 

 下 欄  

   

 

 

１  卵 巣   ２  心 臓   ３  腎 臓   ４  精 巣   ５  肝 臓  
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問 ３  次 の 文 章 は 、 ふ ぐ の 特 徴 に つ い て 記 述 し た も の で す 。 該 当

す る ふ ぐ の 種 類 を 下 欄 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な

さ い 。  

 

 １  体 色 は 、 背 面 が 青 黒 色 で 、 腹 面 は 白 い 。 背 面 と 体 側 に 藍 青

色 の 小 点 が 密 在 す る 。 尻 び れ は 黄 色 で 、 背 面 と 腹 面 に 小 棘

（ と げ ） が あ る 。  

 

 ２  体 色 は 、 背 面 が 黒 色 で 、 腹 面 は 白 い 。 尻 び れ は 黒 く 、 胸 び

れ 後 方 に 白 く 縁 取 ら れ た 大 き な 黒 い 斑 点 が あ る 。 背 面 と 腹 面

に 小 棘 （ と げ ） が あ る 。  

 

 ３  体 色 は 、 体 側 に 銀 色 光 沢 が あ り 、 腹 面 は 白 い 。 背 面 及 び 腹

面 に 小 棘 （ と げ ） が あ り 、 背 面 の 小 棘 （ と げ ） は 背 び れ ま で

達 す る 。 尾 び れ の 中 央 部 は 深 く 切 れ 込 ん だ も の が 多 く 、 尾 び

れ の 下 方 は 上 方 よ り も 短 く 、 白 い も の が 多 い 。  

 

 ４  体 色 は 、 背 面 及 び 体 側 が 赤 味 を お び た 褐 色 で 、 黒 褐 色 の 小

斑 点 が 多 く 散 在 す る 。 腹 面 は 白 い 。 背 面 と 腹 面 に 小 棘 （ と げ ）

は な い 。  

 

 ５  体 色 は 、 背 面 が 緑 黄 色 で 、 体 側 は 銀 色 光 沢 が あ り 、 腹 面 は

白 い 。 背 面 及 び 腹 面 に 小 棘 （ と げ ） が あ り 、 背 面 の 小 棘 （ と

げ ） は 背 び れ ま で 達 し な い 。 尾 び れ の 下 方 は 、 白 色 か 灰 色 で 、

上 下 端 は 白 い 。  

 

 

 下 欄  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

１  ヒ ガ ン フ グ      ２  シ ロ サ バ フ グ  

 

３  カ ラ ス        ４  ゴ マ フ グ  

 

５  ド ク サ バ フ グ  
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問 ４  次 の 記 述 の   の 中 か ら 最 も 適 切 な 語 句 を 一 つ 選 び 、 そ の

番 号 を マ ー ク し な さ い 。  

 

 

 １  ふ ぐ 毒 の ヒ ト に お け る 致 死 量 は 、 テ ト ロ ド ト キ シ ン に 換 算  

 

 

し て             と 推 定 さ れ て い る 。  

 

 

 

 

 ２  筋 肉 が 可 食 部 位 と さ れ る ふ ぐ で は 、         を  

 

 

食 用 と し て 扱 う こ と が で き る 。  

 

 

 

 ３  ふ ぐ 毒 （ テ ト ロ ド ト キ シ ン ） に よ る 主 な 中 毒 症 状 は 、 食 後  

 

程 度 で あ ら わ れ る 麻 痺
ま ひ

症 状 で あ る 。  

 

 

 

 

 ４  岩 手 県 釜 石 湾 で 漁 獲 さ れ た             の  

 

 

筋 肉 は 、 毒 性 が 認 め ら れ る た め 、 食 用 と し て 扱 う こ と は で き  

 

な い 。  

 

 

 ５  食 用 が 認 め ら れ て い る 種 類 の ふ ぐ を 塩 蔵 処 理 す る 場 合 、  

 

 

  皮 に あ っ て は 、         以 上 塩 蔵 を 行 う こ と と さ れ  

 

て い る 。  

                                                                                                                             

  

１  １ ～ ２   m g  

２  0 . 1～ 0 . 2  ｇ  

３  １ ～ ２   ｇ  

１  ヒ レ  

２  脳  

３  骨  

１  ２ 分 ～ ３ 分  

２  2 0 分 ～ ３ 時 間  

３  1 2 時 間 ～ 2 4 時 間  

１  ク サ フ グ  

２  サ ン サ イ フ グ  

３  ヒ ガ ン フ グ  

１  ６ ヵ 月  

２  １ 年  

３  ２ 年  
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問 ５  次 の 文 章 は 、 我 が 国 に お け る 、 ふ ぐ の 種 類 と 可 食 部 位 に つ

い て 記 述 し た も の で す 。 正 し い も の に は １ を 、 誤 っ て い る も

の に は ２ を 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い （ 全 て 日 本 の 沿

岸 域 、 日 本 海 、 渤 海
ぼ っ か い

、 黄 海 及 び 東 シ ナ 海 で 漁 獲 さ れ た も の と

し 、 両 性 ふ ぐ は 含 ま ず 、 個 別 の 毒 性 検 査 に よ り 有 毒 で な い こ

と を 確 認 し た も の を 除 く 。）。  

 

 １  ハ コ フ グ の 精 巣 は 、 可 食 部 位 と し て 認 め ら れ て い な い 。  

 

 ２  メ フ グ の 皮 は 、 可 食 部 位 と し て 認 め ら れ て い な い 。  

 

 ３  ア カ メ フ グ の 精 巣 は 、 可 食 部 位 と し て 認 め ら れ て い る 。  

 

 ４  ホ シ フ グ の 筋 肉 は 、 可 食 部 位 と し て 認 め ら れ て い る 。  

 

 ５  ヒ ト ヅ ラ ハ リ セ ン ボ ン の 皮 は 、 可 食 部 位 と し て 認 め ら れ て  

い な い 。  

  



                    11 

[衛  生  法  規 ] 
 

問 １  「 神 奈 川 県 ふ ぐ 取 扱 い 及 び 販 売 条 例 」 に 規 定 さ れ て い る 事

項 と し て 、 正 し い も の に は １ を 、 誤 っ て い る も の に は ２ を 選

び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。  

  

 １  こ の 条 例 は 、 神 奈 川 県 に お け る ふ ぐ の 適 正 な 取 扱 い 及 び 販

売 を 確 保 す る こ と に よ り 、 ふ ぐ に よ る 中 毒 の 発 生 を 防 止 す る

こ と を 目 的 と す る 。  

    

 ２  ふ ぐ 包 丁 師 試 験 に 合 格 し た 者 は 、 知 事 の 免 許 を 受 け な く て

も 、 ふ ぐ 包 丁 師 と し て 、 ふ ぐ の 取 扱 い に 従 事 す る こ と が で き

る 。  

 

 ３  ふ ぐ （ ふ ぐ 加 工 製 品 を 除 く 。 ） を 食 品 と し て 販 売 の た め に

貯 蔵 す る こ と は 、 こ の 条 例 が 定 め る ふ ぐ の 取 扱 い に 含 ま れ る 。  

 

 ４  神 奈 川 県 知 事 以 外 の 都 道 府 県 知 事 が 行 う 試 験 に 合 格 し て い

る 場 合 に も 、 必 ず 、 ふ ぐ 包 丁 師 の 免 許 を 受 け る こ と が で き る 。  

 

 ５  有 毒 部 位 を 完 全 に 除 去 せ ず に 、 ふ ぐ を 食 品 と し て 販 売 し た

こ と に よ り 、 ふ ぐ 包 丁 師 免 許 の 取 消 処 分 を 受 け た 者 は 、 取 消

処 分 を 受 け た 日 か ら １ 年 を 経 過 す れ ば 、 再 度 免 許 を 受 け る こ

と が で き る 。  

問 ２  「 神 奈 川 県 ふ ぐ 取 扱 い 及 び 販 売 条 例 」 及 び 「 神 奈 川 県 ふ ぐ

取 扱 い 及 び 販 売 条 例 施 行 規 則 」 に 規 定 さ れ て い る 事 項 と し て 、

正 し い も の に は １ を 、 誤 っ て い る も の に は ２ を 選 び 、 そ の 番 号

を マ ー ク し な さ い 。  

   

 １  ふ ぐ 包 丁 師 以 外 の 者 は 、 ふ ぐ 包 丁 師 又 は こ れ に 紛 ら わ し い

名 称 を 用 い て は な ら な い 。  

  

 ２  認 証 施 設 に お い て 、 ふ ぐ 包 丁 師 が 不 在 の 場 合 で あ っ て も 、

専 属 の ふ ぐ 包 丁 師 が 作 成 し た 業 務 手 順 書 が あ れ ば 、 ふ ぐ 包 丁

師 以 外 の 者 が ふ ぐ の 有 毒 部 位 を 除 去 し て 販 売 し て も よ い 。  

  

 ３  有 毒 部 位 を 収 容 す る 容 器 は 、 鍵 の 掛 か る も の で あ れ ば 、 専

用 で な く て も よ い 。  

 

 ４  ふ ぐ 包 丁 師 は 、 免 許 証 を 亡 失 し た と き は 、 ふ ぐ 包 丁 師 免 許

証 書 換 え （ 再 交 付 ） 申 請 書 に 写 真 ２ 枚 を 添 え て 、 亡 失 の 事 実

を 知 っ た 日 か ら 15 日 以 内 に 知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

  

 ５  ふ ぐ 包 丁 師 が 、 認 証 施 設 以 外 の 場 所 で ふ ぐ の 取 扱 い に 従 事

し た 場 合 、 ２ 年 以 下 の 懲 役 又 は 10 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 せ ら れ

る こ と が あ る 。  
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問 ３  「 神 奈 川 県 ふ ぐ 取 扱 い 及 び 販 売 条 例 」 及 び 「 神 奈 川 県 ふ ぐ

取 扱 い 及 び 販 売 条 例 施 行 規 則 」 に 規 定 さ れ て い る 事 項 と し て 、

正 し い も の に は １ を 、 誤 っ て い る も の に は ２ を 選 び 、 そ の 番

号 を マ ー ク し な さ い 。  

  

１  ふ ぐ 営 業 の 認 証 を 受 け る に は 、 飲 食 店 営 業 等 の 厨 房 と は 別

に 、 ふ ぐ 処 理 専 用 の 処 理 室 を 設 け な け れ ば な ら な い 。  

   

２  ふ ぐ 営 業 の 認 証 を 受 け る た め に 必 要 な 食 品 衛 生 法 に 基 づ く

許 可 の 種 類 は 、 飲 食 店 営 業 、 魚 介 類 販 売 業 及 び 魚 介 類 競 り 売

り 営 業 の ３ 種 類 で あ る 。  

 

３  ふ ぐ 認 証 店 の 立 入 検 査 を す る 職 員 は 、 そ の 身 分 を 示 す 証 票

を 携 帯 し 、 営 業 者 そ の 他 の 関 係 者 の 請 求 が あ る と き は 、 こ の

証 票 を 提 示 し な け れ ば な ら な い 。  

    

 ４  知 事 は 、 営 業 者 が ふ ぐ 営 業 の 認 証 に 関 し て 、 虚 偽 又 は 不 正

の 行 為 が あ っ た こ と が 明 ら か と な っ た と き に 、 認 証 を 取 り 消

す こ と が で き る 。  

    

５  営 業 者 は 、 ふ ぐ 営 業 を 廃 止 し た と き は 、 廃 止 し た 日 か ら

3 0 日 以 内 に 知 事 に そ の 旨 を 届 け 出 れ ば 、 認 証 書 を 返 納 す る

必 要 は な い 。  
 

問 ４  「 神 奈 川 県 ふ ぐ 取 扱 い 及 び 販 売 条 例 」 及 び 「 神 奈 川 県 ふ ぐ

取 扱 い 及 び 販 売 条 例 施 行 規 則 」 に 規 定 さ れ て い る 事 項 と し て 、

正 し い も の に は １ を 、 誤 っ て い る も の に は ２ を 選 び 、 そ の 番 号

を マ ー ク し な さ い 。  

   

 １  ふ ぐ 総 菜 を 食 品 と し て 販 売 す る 場 合 、 ふ ぐ 加 工 製 品 の 取 扱

い 等 の 届 出 は 、 不 要 で あ る 。  

  

２  ふ ぐ 加 工 製 品 取 扱 者 が 仕 入 れ る こ と が で き る ふ ぐ 加 工 製 品 は 、

神 奈 川 県 と 同 等 以 上 の ふ ぐ の 規 制 が あ る と し て 、 神 奈 川 県 知 事

が 認 め る 都 道 府 県 の 事 業 者 が 取 り 扱 う も の に 限 ら れ て い る 。  

 

 ３  ふ ぐ 加 工 製 品 取 扱 者 が 販 売 の 用 に 供 す る た め に 調 理 す る こ

と が で き る ふ ぐ 加 工 製 品 の う ち 、 ふ ぐ の 内 臓 を 除 去 し 、 皮 を

剥 い だ も の に あ っ て は 、 容 器 包 装 の 見 や す い 箇 所 に 「 神 奈 川

県 条 例 に 基 づ く ふ ぐ の 処 理 済 」 の 表 示 が な け れ ば な ら な い 。  

 

４  営 業 者 及 び ふ ぐ 加 工 製 品 取 扱 者 に は 、 認 証 書 又 は 届 出 済 書 の

掲 示 義 務 が あ る が 、 掲 示 す る 場 所 に つ い て の 規 定 は な い 。  

  

 ５  ふ ぐ 加 工 製 品 取 扱 者 が 保 存 し な け れ ば な ら な い 記 録 の う ち 、

仕 入 れ 先 に 問 い 合 わ せ る こ と で 、 情 報 が 入 手 で き る も の に つ

い て は 、 保 存 の 対 象 外 と す る こ と が で き る 。  
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問 ５  「 食 品 衛 生 法 」 に 規 定 さ れ て い る 事 項 と し て 、 正 し い も の

に は １ を 、 誤 っ て い る も の に は ２ を 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し

な さ い 。  

                   

 １  こ の 法 律 は 、 国 民 の 健 康 の 保 護 及 び 増 進 並 び に 食 品 の 生 産

及 び 流 通 の 円 滑 化 並 び に 消 費 者 の 需 要 に 即 し た 食 品 の 生 産 の

振 興 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 。  

 

２  有 毒 な 、 若 し く は 有 害 な 物 質 が 含 ま れ 、 若 し く は 付 着 し 、 又

は こ れ ら の 疑 い が あ る 食 品 を 販 売 し て は な ら な い 。 た だ し 、 人

の 健 康 を 損 な う お そ れ が な い 場 合 と し て 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る

場 合 に お い て は 、 こ の 限 り で な い 。  

 

３  販 売 の 用 に 供 し 、 又 は 営 業 上 使 用 す る 食 品 を 輸 入 し よ う と す

る 者 は 、 厚 生 労 働 省 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 そ の 都 度 厚 生 労

働 大 臣 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い （ 厚 生 労 働 省 令 で 定 め る 場 合

を 除 く ）。  

 

４  厚 生 労 働 大 臣 、 内 閣 総 理 大 臣 、 都 道 府 県 知 事 、 保 健 所 設 置 市

の 市 長 及 び 特 別 区 の 区 長 は 、 食 品 衛 生 上 の 危 害 の 発 生 を 防 止 す

る た め 、 こ の 法 律 又 は こ の 法 律 に 基 づ く 処 分 に 違 反 し た 者 の 名

称 等 を 公 表 し 、 食 品 衛 生 上 の 危 害 の 状 況 を 明 ら か に す る よ う 努

め る も の と す る 。  

 

５  都 道 府 県 知 事 は 、 公 衆 衛 生 の 見 地 か ら 、 薬 事 ・ 食 品 衛 生 審 議

会 の 意 見 を 聴 い て 、 販 売 の 用 に 供 す る 食 品 若 し く は 添 加 物 の 成

分 に つ き 規 格 を 定 め る こ と が で き る 。  


